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 [仕訳 2a]：給与賞与の支給時の仕訳 







(借) 繰 延 人 的 負 債 XX // (貸) 未 払 給 与 賞 与 XX 
[仕訳 2c]：遅延になった給与賞与の支給時の仕訳 












う給与賞与の支払債務も併せて増加することを意味する。したがって、[仕訳 3b] を[仕訳 3a]と併記する。 
 [仕訳 3a]：使用人の人的資本の維持改善支援の支出(研修費) 
(借) 研 修 費 XX // (貸) 現 預 金 XX 
[仕訳 3b]：使用人の人的資本の維持改善の効果 
(借) 繰 延 人 的 資 産 XX // (貸) 繰 延 人 的 負 債 XX 
 [仕訳 3b]の借方の繰延人的資産勘定の計上額は、少なくとも研修費として支出した現預金の金額相当の業務遂
行能力の維持改善が図られたこと、その結果、当該金額相当の業務遂行能力の維持改善にともない給与賞与とし






























 [仕訳 4]：使用人の業務遂行能力が陳腐化/劣化した場合 













 [仕訳 5a]：会社都合による人員削減 
(借) 繰 延 人 的 負 債 XX,XXX // (貸) 繰 延 人 的 資 産 X,XXX 
 割 増 退 職 金 X,XXX   現 預 金 X,XXX 









(借) 繰 延 人 的 負 債 X,XXX // (貸) 繰 延 人 的 資 産 X,XXX 






 [仕訳 6]：使用人都合の労働契約破棄：自己都合退職や死去・死亡等 
(借) 繰 延 人 的 負 債 XXX // (貸) 繰 延 人 的 資 産 XXX 
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Why does Lotte Shopping of Korea go global?
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